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irr将ationwaterindry season，Shorten theinundation periodin ralny SeaSOn and  
COl－もroIwaterdepthorpaddyfield．Theyweremadepossまbleby thedevelopmentsor  
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rrtiiもplantationwerealsomadepossiblebythedevelopmentsorirr将ationanddrain－  
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Keyl用rds：MelくOngDelta，もriplericecropplng，highyieldi咽Varieもyrice，Wetdirecも  
Seeding・，raCilities ofirr将ation and drainage，irr将ation association，  

CrOpplng■patもerns  

物の作付体系が，それまでの米単作から米の多謝作や米  

＋畑作物の多毛作，果樹尊作等へと急激に変化してきて  

いる。  

王．はじめに  

1，本報の目的  

ベトナムのメコンデルタでは，1970年噴から，農作  こうした作付体系の変化については，「新品種の導入  

を含む品種改良 水路・道路・圃場などの基盤賂備，ト  

ラクター・脱穀機・籾摺機などの機械の導入と消色によ  

る利用の拡大，作薬方漆の改良，土地利潤の自由度の拡   
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k，1地区）と1995年12月27Eヨ～31日（a，b，C，d，  

e，g，i，1地区）の2回行った。対象地区はメコンデ  

ルタ全域から選定しており，主として作付体系を変化さ  

せた戯家（8地区）と村（4地区）である。現地では，  

農家および殿・郡・村の戯業担当職箆を対象に，作付体  

系，水利施設，撼水方法等についてl用き取り彩潟凌を行っ  

た。また，村の代表者等の案内で，戯地および水利施設  

等の踏査を行った。  

大，恩威物販売の自由化など制斑の改善等々のさまざま  

な要閑によって可能になっている」ことが指摘されてい  

る8）。   

これまで，こうしたメコンデルタの作付体系の変化に  

ついて報告したものには，数千ha単位の作付体系Ig分  

ごとに，水文地形上の区分との関係や3）5〉7用）栽培技術  

等2）について報誓したものがあり，個々の戯家・題材  

について作付体系の変化の実態を明らかにしているもの  

もある■t）8）12） 。しかし，作付体系の変化を可能にした蛮  

姿な薯懐圃トつである水利改良（水利施設の生胤 水利  

団体等による用排水の制御，樋I域での水利用の工夫轡）  

については，その実態や意義を明らかにしたものはあま  

りみられない。   

そこで，本報では，メコンデルタの農家・磯村を対象  

に，作付体系の変化とそれに揮って実施された水利改良  

の実態とを明らかにし，水利改良が作付体系の変化に与  

えた効果および意掛こついて検討することを目的とした。  

2．本報の概要   

メコンデルタで近年になって作付体系を変化させた磁  

家・農村を対象に，作付体系の変化と水利改良等に関す  

る現地調避を行った。本職Ⅱ翠では，こうした現地調義  

の概要を示す。Ⅲ費では，調速地区の気象，土壌および  

水文的藩条備について，既存資料を用いて整理する。Ⅳ  

～Ⅶ輩では，各地区の作付体系の変化および水利改良等  

についての調遼結果を，県ごとにまとめて示す。Ⅷ螢で  

は，以上の作付体系の変化および水利改良について整澄‡要  

した上で，作付体系が水稲多期作に変化した地区と，果  

樹尊作および水稲十畑作物に変化した地区とに大きく分  

け，それぞれの作付体系の変化がどのような水利改良等  

によっていかに実現したか考察する。また，調査地区で  

見られた水利施設および水管理の特徴について検討を行  

う。  

Ⅱ．調査の概要  

Fig・．1に調適地区の位置を示す。調速を行ったのはa  

～1の12地区で，a～bはTienGiang（テンジャン）  

県，e～hはVinhLong（ビンロン）建議，i～kはAn  

Giang（アンジャン）県，1はLongAn（ロンアン）  

県にそれぞれ属している。   

現地ヨ潟盤は，1994年12月20日～251三l（e，f，h，j，  
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乱 諏査地区の自然条件  

ここでは，既存資料を用いて，閑適地区の自然条件の  

うち，特に作付体系の変化や水利の点で問題となるもの  

について，あらかじめ整理しておく。  

1．気温暮降水盛   

Fig．2に調遼地区の年間の気温と降水腰（月平均）を  

示す8）。安も温詣年間通じて27℃程度と高い。山方，降  

雨は夏の雨季と冬の乾季に明確に分かれている。そのた  

め，乾季に農作物（特に水稲）を作付けする場合には，  

潅漑用水を確保することが必要になる。年間降水駿は  

1，872mmである。   

以上のデ¶夕はホーチミン市のもので，調癒を行った  

12地区はいずれもホーチミン布からかなり離れている。   
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しかし，降水駿・気温ともFig・．2と大きく異なること  

はない。メコンデルタ全域でみても，気温は東側が積算  

温度で年間約1000c高い程度，降雨は西側が年間降水應  

で約200mm多い程度にすぎない㌔  
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2．雨季の洪水   

Fig．3に雨季の洪水時の水闇の戯大湛水深を示すユl）。  

泥水深が敢大になるのは，いずれの地区も8～10月で  

ある。実際は，この閲で同じ湖水深としている地区でも，  

地区内の緻地形の彩轡で深さにかなりばらつきがある。  

大まかにはデルタ上流部のAn Giang県では湛水深が  

大きく，デルタ下流部のでienGiang県やVinhLor将  

戯，LollgAn戯では湛水凍が小さいといえる。上流部  

の肌…一郎では，隼によっては盛大湛水深が3～4mにま  

で適することもある。  

3．潮汐の影響   

メコン本川の勾配は極めて小さく，河仁Ⅰから1001くm  

ほど上流でも水位が潮汐の影響を受ける。このことば，  

デルタ下流部のTien Gまallg県やVinh Long建罠，  

Lo丁場An県での潅漑・排水に影響を及ぼしている。   

また，潮汐による水位変動に合わせてメコン本川を海  

水が遡上するため，本川の流駿が減少する乾季は，デル  

タ下流部を中心に水路や小河川の塩分濃度が高くなる。  

特にVinhLong戯では，地区によっては3月頓の水路  

の塩分漉皮が4％を超えるil〉。  

4．酸性土壌   

メコンデルタでは，yig．4に示すように，デルタの中  

Fig．3 Maximumdepthorinundation  

＿   急ここヰら卑∴1areヱ   

Fig．4 Åcidsoilarea   
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央郡から上流にかけて，強い酸性を示す土壌が分布して  

いる㌔ こうした地域およぴその周辺では，乾季になる  

と水路や小河川の水がかなり強い軟性を示すようになる。  

TienGiang県やVinhLong県のH山部では，乾季の水  

路の水質がpIi4近くになることもある㌔  

乱 丁ien Giang県   

1．県の概要  

1）土地利用 本麒はホーチミン苗の繭50kmに位置  

している。農地は主として水l封で166，000‡1a。多湖作化  

が進んでおり，80％の水田で二期作か三制作が行われて  

いる。仙血郎の地域では2年7作も行われている。また，  

消農地ホーチミン市に近いことから，野菜や果樹の栽培  

もさかんにおこなわれている。郷地の面積は25，348ha，  

果樹園は4息184ha。畑地では60％が野菜を作付けして  

いる。果樹は80％以上が商鼠用である。  

2）水利条件 洪水期間は9月中旬から12月までで，  

戯大湛水熟まいずれの地区でもおよそ0．6m未満となっ  

ている。県の北都（上流）に隣接する地域に酸性土凌が  

分布しており，乾季碇は小河川や水路の水が酸性になる。  

河川や水路の水位は，潮汐の影轡を受けて1日の問に1  

m程度変動する。  

3）HTVの特徴 導入された高収駿性品種米（High  

Yまelding・Varietyrice：以下HYVと袈紀）は非感光  

性であり，気温が年中27℃程度のメコンデルタでは，  

年間通して収穫することが可能である。播種から収穫ま  

での作付け期間は，約100日と短い。   

HYVは，作付け時湖によって，DX（ドンスン：冬  

春作），ⅩH（スンへ：春夏作），HT（へイツー：夏秋  

作），TD（ツードン：秋冬作）と呼称されている。乾  

季作のDX，ⅩHの収厳が高く，雨挙作のHT，でDの  

収腰は低い。県の農薬改良普及所職鼠の詣でほ，これほ，  

作付け期間ゆの日照駿の差によるとのことである。Fig．  

5に，本県での作朔ごとのHYVの収駿を示す●1。  

2・事例8：NgeyenVanTai氏（Th8nCuu Nghi8  

村Ch8u Th8nh郡）  

1）概要 Fig．6に本腰家の耕作地の概要を示す●㌔耕  

作地は水田が0．8ha，果樹が0．7haで，果樹はlongan  

（ロンガン）とココナツを20年前から，グアバを2年前  

から戴増している。1972年に「在来種二期作→HYV  
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Fig．6 Studyarea（a）  

三湖作」と作付体系を変化させた（ダig．7）。  

2）在来種二期作 水目ヨは，1971年までは，降雨を貯  

留して作付けに利用する，いわゆる天水閏だった。乾季  

には潅漑用水が確保できないため，稲の作付けは雨季に  

限られていた。乾季の圏域では，畑作物も作付けされて  

いなかった。   

本腰家の場合，雨季の作付けが在来種の二期作であっ  

たところに特徴がある。これは，①雨季の湛水深がピー  

ク時でも50cm未満と小さいため，雨季半ばから二作‡∃  

を行うことが可能であったこと，②「早期型」童三釆種を  

用いることで血作目を9月末に収穫でき，雨季の後半を  

二作目に当てることができたこと，③播種～幼稲の育成  

を苗代で行うことで本間での作付け期間を短縮できたこ  

と，といった要因によって可能になっていた。  

3）HYV三期作1972年になってHYVが導入された。   
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の土壌ほ敵性で，代かき後の泥水は酸性が強くなるため，  

代かき直後に播椰した場合，種子の生簡が阻害されると  

のことだった。播種後は3釧閤程度圃場面を湿った状態  

に保ち，その後，萬の生育の状態をみながら徐々に圃機  

内の水位を上げていく（Photo．2）。水位は平均で3～  

5cm程度，盛大でも10cm以下になるように制御して  

いる。中干しは行わず，稲が結実してからは圃場面が湿っ  

た状態を保つようにする。収穫の10目前から，収穫時  

に乾闇状態になるように排水を行う。これは収穫作業の  

効率を高めるためである。   

Wat射1引用1  

済’1∝alvarうety  

higy yieldうng variety   

∠二二7 nursery   

r waterlevelof canal（hうgh tide）   

……J… Waterlevelofcanal（lowtide）   

Fig．7 Cl・OppingcalQndarandwaterl糾el（a）   

同時に複数の戯家が共閲して，圃場に接する水路（以下，  

「引水路」と記述）を建設している（yig．6）。水路の水  

位は潮汐の彩轡を受けて変動し，これを利用した意力擁  

漑・排水（以下，「潮汐蔽漑・排水」と表紀）が可能で  

ある。鹿家はそれぞれ水路と開場の間に樋管を入れ，木  

板等でこれを開閉して取水・排水を行っている（Phoぬ  

1）。Fig．7に本地区の引水路の満潮／干潮時の水位と作  

付体系を示す。年間を通し，閏蘭の高さを挟んでほぼ1  

mの水位差があることがわかる。これにより乾季の聴概  

用水の確保と雨季の排水が可能になり，鵬場内の水位を  

制御することが可能になった。こうしてHYVの三期作  

が可能になり，実際，行われるようになったのである。   

収應は，乾季に開花するDXでほ6．5t／haと高いの  

に射し，雨季に開花するHTやTDでは，4．5も／ha，5  

t／ha（1994）と，やや低くなっている。  

4〉圏域内の水位制御と湿潤濠描の実施 引水絡の建設  

後，圃場の水位をきめ細かく制御できるようになったこ  

とから，それまでの手間のかかる移植から，湿潤蔽撒  

（WDS：WetDirecも鮎edinぎ）に移行することが可能  

になった。   

Fig．8に湿潤政播を行った場合の農作発とl淵場内水位  

との関係を示す。これに示すように，湿潤直接では，前  

作の収機後，まず，代かきが行われる。代かきの4日後  

に取水・排水を実施した後で播種しているが，これは，  

代かさ後の土壌を洗浄するためとのことである。本地区  

fl細山両  h8rV¢＄t  

Fig，8 Watermanag・ementOfWI〕S   

5）用水不足時の集団的水利用 本地区では，1982年  

に，戯家80戸（水田面樅35ha）からなる生産隊が組織  

された。生産隊は周辺地区にもほぼ同じ規模のものが組  

織されており，1985年には，こうした生産隊9つから  

なる合作社が結成され，1991年まで合作祉体制の下で  

常戯が行われていた㌔   

Fig．6に示すポンプ場と仙灘の用水路（3m幅鼠）は，  

19鋸年に校数の生産隊によって建設されたものである。  

この施設は，主として他の生産隊の水田（国道の反対側）  

の潅漑を目的としたものだったが，本地区の水源も補強  

された。ポンプの操作・管理は，1985年から合作祉に  

よって行われるようになり，合作社解体後は村によって  

操作・管理がなされている。   

現在でも本地区では，乾季に十分な用水が確保できな  

いときには，かつての生産隊単位で，このポンプからの  

用水補給を受けている。ポンプの利用料金は500d一註／  

kWh。内訳は，電気料金が350d／kWh，ポンプ使用  

料金が150d／kWh。ポンプ使用料金の60％はポンプ  

のオペレークー，40％は村に支払われている。利用料金  

は地区で商機割りで支払っている。  

8）労働ピークと雇用労働力 蔽播の実施により，労働  

ピークは収穫・脱穀のときだけに形成されるようになっ  

た。対象とした鹿家の場合，家族10名のうち盛業に従  

事するものは4名。収穫および脱穀作兼の際は，それぞ   
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れ3名を他に磯用し，ともに1E】で作米を完了している。  

収穫作米の篤金は出来高制で36万d／ha。脱赦作業は  

日当制で2万d／day。合計で0．蝕aの収穫・脱穀に射  

し，348，000dを支払っていることになる。これは，籾  

米にして200iくgに相当し，版数の5％程度である－ヰ。   

耕起・代かさば，他の戯家からトラククーを借りて行っ  

ており，そのため労働ピークを形成していない。これも  

やはり1Elで行っているら  

3．事例b：HaiChung氏（Luonghoa‡ac村Chogao郡）  

1）概要 本戯家は，1972年に「在来椛＿単作”HYV二  

制作」と作付体系を変化させた。その後，1975年に  

「壬‡YV2年7作」，1991年から「HYV三期作十綿花栽  

培」と作付体系を変えている（yig．9）。耕作地は水田  

1．6ha（l∃作地）と綿花5．Oha（借地）である。  

2）在来種単作 本農家の水田も，1971年までは，降  

雨を貯留して利用する天水mだった。そのため，乾季に  

は機転用水が確保できず，稲の作付けは雨季に限られ，  

この時期に在来種の単作が行われていた。  

3）HYV多期作1972年に，本戯家の水田に接骨るよ  

うに水路が建汲された。当時はベトナム戦争の最中で，  

この水路も戦車の侵攻を防ぐために建設されたとのこと  

である。水路の水位は制御されていないが，構傾では潮  

汐潅漑・排水が可能である。Fig，9に水路の水位の年変  

化を示す。   

こうして圃場での水位制御が行われるようになったと  

ころにHYVが導入された。本燵家の場合，1972～74年  

はHYVの二期作を行っている。圃場内水位の制御がな  

された後では，HYVの三期作も可能だったが，血気に  

そこまでは行わなかった。7～8月の収樺（TI））を避  

けたのは，rI、Dの収鼠が3．5t／ha程度と，DXやHT  

と比べて1t／ha程度低いためである。  

1975年からほHYVの2年7作を実施している。前述  

したように，HYVの作付期間は播種～収穫で100日程  

度かかるから，2年7作は多期作の限料こ近い。作付け  

はいずれも湿潤直様で行っていた。移植は，作塞が東労  

働である上，木版家の場合は経常規模が1．6haと大き  

いため敬遠された。  

4）綿花栽培とHYV三期作1988年の戯地改革以降，  

1990年前後に本地区での合作枚は解体した。戯地の個  

人的利用が可鰍こなった1991年，本農家は周辺の多数  

の農家から水l‡はOhaを借り，鼎の公社の指導を受け  

て綿花栽培を開始している。綿花の作付けは9～2月の  

みで，地主はそれ以外の期間は稲を自作している。綿花  

は水江‡に50cm程度の翻玖をつくり，その上で栽培し  

ている。畝を作るために掘られた箇所ほ水路として利用  

している。   

山方，1．6haの自作地では，HYVの三湖作を行って  

いる。三期作の作付けスケジュールは，稲作の作業が綿  

花栽培のピークと盈ならないように決めている。yig・．8  

に示すように，HTの播種は綿花の収秘後に行っている。  

また，TDは，収穫期が綿花の播種期に頚ならないよう  

早期に前代に播種し，HTの収種痘後に移植を行ってい  

る。さらに，DXほ綿花の橘儲憶後に播種を行い，綿花  

の収楼以酢こ収楼できるようにしている。  

5）農地貸借と綿花栽培による収益 綿花栽培による粗  

収入は3．7t／hax5，000d／kg＝1，850万d／ha。雨  

方，費用は，種＋肥料＋戯薬代として450～500万d／h  

a，地代として籾米1，600kg／haニ330万d／ha。また，  

綿花の播種，収穫，除草（引例程度），搬鶴（過に3回）  

のため常時20～25人を雇用しており，El当が1万dだ  

から，1201ヨ×20人×1万d／目／5ha＝4．SOO万  

d／haが労費として必要になる。結局，手元に残るの  

500万d／ha程度となる。労働者は，戯地を貸し出し   

∴■1∝alvaパety  

hi9h yielding variety  

∠＝二7 nur＄ery  

戯 00モモon  

r hlgh tide  

……J…lowt用e   

Fig．9 CroppingCalendarandwaterlevel（b）  
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た農家が中心となっている。   

一方，この期聞に僧職度してDXを作付Ⅰナした場合は，  

粗収入が5t／haX2，100d／kg＝ニ1，050方d／ha，コス  

トは400万d／lla程度。収益ほここからさらに地代と  

雇用労働者の労賃を除いたものだから，300方d／ba  

未満になるだろう。   

以上より，乾季に借地経営を行う場合，稲作よりも綿  

花栽培の方が収益が商いことがわかる。自作地では綿花  

は栽培せずDXを作付けしているが，これは，種籾の作  

付けである。この戯家は以前からこの地域の機籾を供給  

しており，これを中止することがで重ないようである。   

これ私 水田の貸手側からみた場合，水田を貸し出す  

ことで，地代として籾米1，6001噌／haニ250万d／ha  

を得ることができる。加えて，綿花栽培に労働力を提供  

すれば，1人につき労賃120E】×1万d＝120万dが得ら  

れ，2名ほど労力提供すれば500万dを縛ることがで轟  

る。稲の自作を行った場合，手元に残るのは600万d  

／ha程度だから，所有両税が小さく，労働力を多く提  

供できる農家の場合，DX作付け期間に飽地を貸し出し  

た方が有利になる場合もあるだろう。個々に綿花の自作  

を行うことば，栽培技術等のノウハウがないため困難だ  

ろう。  

4．事例C：LyHo8Chuong氏（Ho8Kh8nh村Cai  

Be郡）  

1）概要 yig．10に本腰家の耕作地の概要を示す。耕  

作地は水闇1．Oha，栄樹0．5ha。1967年に「r在来種単  

作→HYV二期作」と作付体系を変化させ，その後，  

1980年に「HYV三周作」に作付体系を変えている  

（Fまg．11）。  

2）在来種単作 本農家は1966年まで在来種の単作を  

行っていた。前述した2地区と適うのは，すでにこの時  

点で引水路が肢傭されていた点である。河川からのびる  

水路は1960年以前から存在しており（Fig．10），1962  

年には，数件の戯家が協力して，この水路から国道方向  

にのびる水路を建設している。‡軋場では，乾季であって  

もこれらの水路から潮汐潅漑によってある程度取水でき  

ていた。この時点で本地区の水稲作が単作にとどまって  

いたのは，まだ王壬YVが導入されていなかったためであ  

る。  

3）HYVニ期作1967年にHYVが噂入され，ニ期作  
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Fig．10 Studyarea（c）  

が行われるようになった。Fig．11に当時の作付体系を  

示す。9～10月に作付けしないのは，開花期の淡水被  

審や別掲不足による収鮫の低下を避けるためである。ま  

た，本地区の場合，4～6月は満潮時でも水路の水位が  

閏蘭より低く，潮汐潅漑だけでは十分な用水を確保する  

ことが困難だった（yig．11）。このため，二期作はこの  

時期をも避けて行われていた。  

1971年までは，湿潤鮭播方式は導入されておらず，  

移植をおこなっていた。これは，HYVの湿潤麗楢栽培  

の技術がまだ潜及していなかったためである。カント一  

大学のDe氏によると，メコンデルタでHYVの湿潤直  

播栽培が普及しだしたのは1970年頃からとのことであ  

る。  

1972年からは，ニ作とも絵描を実施するようになっ  

た。DXは湿潤底播だったが，Hでは後述する不耕起乾  

田直播（zero－ti11agedrydirectseeding）を行って  

おり，これにより播種掴の用水不足に対応していた。ま  

た，1975年頓にはポンプ（4hps，ガソリンエンジン）  

を購入しており，これを利用することでHTの播種前後  

の用水不慮ほぼぼ解消された。  

4）HYV三期作1980年からDX血ⅩH㈱HTの三制  

作を実施している（ぎig・．11）。ポンプを積極的に利用す  

ることで3～4月の搬漑用水を磯殊できるようになり，  

乾季の作付け（ⅩH）が可能になった。ポンプの使用は  

年間7～8同程度。ほとんどⅩHのみに使用し，とき   
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yig．12 Ⅵ7atermana那mentOfzero脚tillag・eDS  

圃場で燃やすのは，塞の処分だけでなく，土中の雑翠の  

種を焼き殺す効果が見込めるため，とのことだった。   

基を燃やした翌iヨ，錮揚が乾燥している状態で播種を  

行い，その麗後に取水して！潮境を湛水させる。後は，湿  

潤緻播とほぼ同じである。翌日に地表排水各行って，4  

‡ヨ間はど土壌を湿った状態に保つ。そ・の後で，悶び1日  

湖水・翌日排水を実施する。これは，事例b同様，酸  

性土壊の影轡で軟性が強くなっている水を流し出すため  

とのことだった。この後また3日ほど湿土状態を保ち，  

その後は菌の生還に合わせて湛水深を徐々にあげてゆく。   

不桝起矧羽直射ま，本地区のように乾季に十分な用水  

が確保できない地区では，代かき用水が不賓になること  

が大畠なメリットになる。また，トラクターのレンタル  

料金が不要であり，労力も軽減できるといったメリット  

もある。   

しかし，その反面，播種前に賽を燃やすという作業が  

あるため，雨季に行うことばできない。また，本戯家が  

貰うように，収厳についての不安もある。実際．′ri¢n  

Giang戯ではⅩHの平均収蜃はDXに次いで商いのに  

反し 本鹿家の場合は，通常の湿潤麗撒で作付けした  

DX，Hでは平均でそれぞれ6．2も／ha，5．5t／haの収  

頗があるのに対して不緋速乾出直播を行ったⅩHの収  

駿は5．4t／haにとどまっている。  

8）労働ピークと雇用労働力 家族で戯作薬に従事して  

いるのは本人のみで，息子は県職慮尊いずれも村外に働  

きに出ている。このため，労働ピークとなる収穫時に3  

名，播種時に2名を雇用している。いずれの作兼も1巨】   

どきHTの櫛隠鰍こも使用している。工）Ⅹでは使用して  

いない。9～10月を作描から外しているのは，前述し  

たように，これが生育掛こあたるとiヨ麿不足で収蒐が低  

くなるためである。   

ⅩHでは不桝起乾田蹟播を実施している。この時級  

漸汐潅漑でも代か き用水を確保できるが，トラククーの  

レンタル料金を節約するため桝麗・代かきは行っていな  

い。また，この戯家によると，年に何度も糾起・代かき  

をすると，酸性土域の影轡を強く受けて用水が強い酸性  

になり，稲の生熱こ恋いとのことだった。   

Hrrで不排起乾田麗播をやめているのは，後述するよ  

うに，前作の収稚から播種までの本桐準備期間が良くな  

るためである。あまり播種が遅くなると，Hγの収穫期  

が9～10月にかかり，那賀不足で収蟄が落ちたり洪水  

の被寮を受ける危険性がある。  

5）不耕起乾田直擁 yig．12に，本地区の不納起乾闇  

蔽猪と通常の湿潤抵播の作兼・取水スケジュールを示す。   

不耕起乾田政播で，耕起・代かきを行わないこと以外  

で特徴的なのは，収穫後，圃場に残った基・切り株を乾  

燥させて燃やす点である。このため，天候が悪い場合，  

前作の収穫から播種までの執刀準備期問が，湿潤麗播よ  

りも7～10日間ほど長くなる。県職員によれば，賽を  
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で終えている。労賃は25，000d／day。代かき・桝起も  

1【ヨで終えているが，これは他の戯家からトラクターを  

依りて自分で行っており，労働者は雇用していない。ト  

ラクターのレンタル料金は叩▲作につき籾米200kg／haニ  

30～40方d／haである。  

5．事例d：グアバ農園（MyTho市近郊）  

1）概要 本腰家は，1990年に水田0．3haを樹園地  

（グアバ）に転換している。  

2）樹園地の造成 樹園地内には，乾季の液漑用水の確  

保と地下水位の制御のために，数m間隔で水路が掘ら  

れている。水路は付近の小河川とつながっており，相聞  

地内の水路の水位は潮汐を利用して制御している。初期  

投資の総額は約600万d程皮で，大半はこうした農地  

造成の費用となっている。これ以外の費用として，苗木  

の購入費とそれを植えるための人件栗とがあった。  

3〉グアバの収益 この樹園地では，年間およそ50tの  

グアバが収移されている。収穫は山年中可能で，ほぼ3  

日置きに行われている。ただし，乾季は日中の気温が高  

くなりすぎて，収穫應が落ちる。収穫されたグアバは仲  

買人を適して戯魔物輸出公社に売却される。仲買人の買  

い上げ価格は1，000d／l唱，公枚の買い上げ価格は  

1，500d／kg程皮である。本鹿家ほ年間約5，000万dの  

粗収入を得ていることになる。   

一方，年間に必要な費用（初期投資分を除く）は，お  

よそ1，000万d／年。このうち，360万dが雇用労働者  

（1名）に支払われている。労働者は，年間通して殺虫  

剤・肥料の散布，枝打ち，収種に従軍している。   

以上より，本腰家の年間の収益はおよそ4，000万dと  

なる。米の場合，生産者米酢ま150～210方d／とで，コ  

ストを50％とすると収益は100万d／も程度となる。こ  

の地区周辺の三期作農家の年間収穫駿は20t／ha足ら  

ずだから，稲作を行った場合の収益は年間100万d／t  

X20も／haXO．3ha＝600万d程度となる。グアバの収  

益は水稲の6倍以上あることになる。  

4）グアバ転換に必要な条件 グアバを栽培するために  

は，前述したように，感触義教整備等の初期投資が必変  

となる。それ以上に，グアバの栽培技術を取得すること  

が必要となる。本戯家の場合，県のエクステンションセ  

ンター職員からグアバ栽培のノウハウを学んでいる。  

Ⅴ．∨汗両Long県   

1．県の概要  

1）土地利用 本県はデルタ下流部に位置しており，東  

西に分かれるメコン本川にはさまれている。入日は  

1，061，900人（1994）l〉で，うち虚業洗米人仁】は403，900  

人。水田商機は30，000ha程度で，ほとんどの水田で  

HYVの二期作，三婚】作が行われている（でablel）。  

Photo．3に本県の土地利用の概要を示す。   

Table．1Double／triple ric8CrOpplng・areain  
VまnhLongpI・er．  

1998  1991  ユ992  1g93  1994  1995   

Si咽1eriee  田  0  0  田  0  田   

doubleriee  72  56  ＿弘  ＿娘，  一弘  9．之   

tripl¢rice  0  18  四  鼠  ＿弘  88．3  

（1．000ha）  

2）水利条件 洪水時の満水深は0．6m未満の地区が多  

く，湛水期間も6月から12月までとそれほど良くない。  

ただ，県の中央部は低地になっており，年によってほ  

1m以上の洪水が生じることもある。また，ここは酸性  

土壌地域でもあり，地l茎によって乾季には水路の水が  

pH4近くになる。  

3）太陰暦の利用による作付体系の変更 本殿では大半  

の地区で太陰暦にヨ鎧づいた稲作が行われている。そのた  

め，通常の年（12ケ月）は二期作を実施している地区  

でも，太陰暦閏年（13カ月）には作期が全体的に早く  

なって栽培期間に余裕ができるため，三制作を行ってい  

る。   

Table．1にVinllI．ong裏箆の政近の作付けの変化を  

示す。1991年から血項締L三期作が始まったのは，鹿地  

改革後，県政府が農政の方針を変更して，各戯家に三期  

作を推奨したことによる。その後，三耕作の行われた戯  

地面機は増加しているが，］Ⅳ99か軍は血・度減少し，1995  

句㍉こまた増加している。1993年，1995年が閏年である  

のに対し，1994年が通常の年だったためである。閏年  

は19年周期に7回あって，間隔は叫定ではない。周期  

の戯細から数えて3，7，9，11，14，17，19年i∃が閏年となる。  

4）不耕起直栖 本殿では，乾季のHYV作のdOタ石が不  

桝起麗播で行われていて，ほとんど催芽籾が使われてい  

る。播糀までのスケジュールは，挙例Cで示したのと同   
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様である。乾季に十分な用水を取得できず，乾燥した状  

態の土を耕起するだけの牽引力を持ったトラクターが普  

及していない地区で，こうした栽培方法がとられている。  

前作の藁を乾燥させる必要があるため，雨季には行われ  

ていない。  

2．事例e：An Hiep集落（Long An村Long Ho  

郡）  

1）概要 本地区では，集落単位で組織された「生産集  

団」（productiongroup）による集団的作付け・水管  

理を実施しており，いずれの農家もほぼ同様の作付体系  

をとっている。Fig．13に，地区の概要を示す。生産集  

団の農家戸数は59戸，水田面積は39ha。作付体系は，  

1983年に「在来種単作→HYV二・三期作」と変化した  

（Fig．14）。聞き取り調査を行ったのは，生産集団のリー  

ダーのChinVui氏である。  

2）在来種単作1983年までは在来種の単作が行われ  

ていた。本地区は周辺の河川の堤防が低く，雨季には標  

高の低い圃場（河川の周辺）では最大1m程度湛水して  

いた。Fig．13に河川水位の年変動を示す。   

作付けは二度移植で行われていた。地区内には40cm  

程度の高低差があり，最初の苗代は，地区内の低地で集  

団的に作られていた。  

3）HYV二期作・三期作1983～84年に，周辺の小河  

川の堤防を嵩上げし，地区内には用排兼用水路を建設し  

ている。河川と水路の間にはゲートを設けた。これによ  

り，地区内の水田は雨季の洪水によって冠水することが  

なくなった。また，乾季の潅漑用水も潮汐潅漑により確  

保されるようになった。こうして，水利条件の整ったと  

ころにHYVが導入され，1983年からはこれの二期作が  

行われている。   

栽培暦をFig．14に示す。3～4月は稲の生育に十分  

な用水が確保できないため，作期からは外されている。  

農家の話では，残された期間では三期作は難しいとのこ  

とで，通常の年はDXとHTの二期作を実施している。   

ただし，前述したように，本地区では太陰暦にしたがっ  

て水稲作を行っており，太陰暦の閏年には，TDを加え  

た三期作を行っている。これは，太陰暦の閏年（13カ  

月）にはHTの作期が通常の年（12カ月）より早くな  

り，HT収穫～DX播種の問が約1月分だけ長くなって  

TD一作分の期間が確保できるためである。   

作付けしている品種は三作とも同じだが，収量はHT  

が6t／ha，DXが6．5t／haであるのに対し，TDで  

は3．5t／haと極端に低くなっている。  

4）潅漑施設の建設・操作・維持管理 ゲート1は全額  

農家負担で建設した（Fig．13）。これは，堤防の下に直  

径1m程度のパイプを通して両端に木製の蓋を付けた  

もので，建設費用は約400万d。費用は各農家が水田の  

所有面積割で負担した。ゲート2は郡が全額費用を出し  

て建設している。これは，堤防の下に直径1．2m，長さ  

16mのコンクリート管を埋設し，管の両端に木製の蓋  

（フラップ）を取り付けたものである。  

表≡雷㌢1∝治1varjety  

』ⅡⅢア high yieldingvariety  

∠ニフ nu「Se「y  

J－－－－ Waterlevelofcanal（high tide）  

＿＿＿＿＿「… waterlevelofcanal（lowtide）   

Fig．14 Croppingcalendarandwaterlevel（e）   Fig．13 Studyarea（e）  
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酸性の水を排出するためである。その後の生育期間中の  

水路の水位は，常に圃場面から15cm程度i拓い状態を  

保つようにしている。収穫の10日前には水路の水位を  

下げている。これはl猟場を乾かし，収穫鳩の労働効率を  

上げるためである。  

3．事例f：Loc＝oa村（Long Ho郡）  

1）概要 本地区も事例eと同級 生藤娘団（複数）に  

よる集団的作付け・水管理を実施している。村の全戸数  

は1，820戸で，人tコは8，922人。威地面積は964ha（水  

l羽748h払 栄樹162ha，庭先戯地54ha）となっている。  

作付体系は1979年に「在来種単作ゆHYVニ期作・三  

制作」と変化した。  

2）作付体系の変化1978年までは雨季の在来種単作  

だった。1979年よりHYVを導入し，DXとHl－の二期  

作を行っている。また，蔓草伊りeと同様，本地区も太陰暦  

による栽培管理を行っており，閏年には∴円｝を加えた三  

期作を行っている。生産矧動こよる集団的水管理が実施  

されているため，いずれの農家もほぼ同様の作付けを行っ  

ている。ただ，後述するように，中にば通常年も三期作  

を行っている戯家もある。農家の…郎は国境内で魚を肥  

脅しており，8～9月に魚を収機している。  

3）水利施設 本地区では，河jlIにつながる2本の一次  

水路と，7本の二次水路が配置されている（Photo．4）。  

㌦次水路，二次水路とも堰やチェックゲートはなく，水  

位ほ制御されていない。二次水路からは枚数の引水路が  

のびている。引水路の多くは二次水路との問にゲートが  

故けられており，その水位は潮汐を利用して制御されて  

いる。   

本地区の一郎の引水絡受益地域では，地域内にかなり  

の高低差がある。こうした地域では，ニ次水路から引水  

路に取水した既に，腰高の低い下流の水mで冠水するお  

それがある。このため，こうした地域でほ，引水絡の途  

中にチェックゲートを設け，これを生産集団が操作する  

ことで下流部の冠水を防いでいる。ゲートは水路を土で  

堰止めてコンクリート管を入れ，管の両端を板で塞げる  

ようにしたものである（Photo．5）。  

4）生産集団 本棚翼では，生應集団が二次水路の受豪産  

者単位で作られている。生産集団は，二次水路の維持管  

理と，二次水路・引水路間のゲートおよび引水路内のチェッ  

クゲートの操作・維持哲男呈を行っている。引水絡問での   

これらのゲートは，生産髄憾で作成した稲作の栽培計  

酢こ基づいて，生産集団のリーダーとサブリーダーが開  

閉している。彼らはこの他 水路破損箇所の見回り．個  

別農家の取水時期の相貌労役lヨの決鼠病虫賓のチェッ  

クを行い，これらの報酬として各農家から各人が′ハ■一・・一作ご  

とに籾米101噌／haを受け取っている。ゲート2につ  

ながる水路からは，隣接する他の生産集団（節5生産集  

団）も取水しているが，ゲートの管理・操作は本地区の  

リーダーが行っている。   

水路の経路管理払 小規模な施設の剛健は生産集団の  

リーダーが行い，水路の肇刈りや潤さらいは生産集ほの  

織成鼠全員で行っている。箪刈りは年1‡司DX収穫の後，  

構さらいも年1と司乾季に実施している。これらに要する  

延べ労役目数は年間120～150人tヨ程度。各戯家の労役  

排数は耕作面積に比例して決定しており，平均的な耕作  

規模の戯家の場合，労役日数ほ年間3～4人目桂皮とな  

る。フラップの付けかえは2年に1度行う。費用ほゼロ  

に近い。  

5）潅漑計画 漱漑計画は，坪に3回開かれる生産集団  

の会合で決めている。  

Fig．15に，生産銘団のリーダーが行っている水路の  

取水・排水の概要を示す。まず，播椰の15‡ヨ前に通水  

を開始する。この時，フラップゲートは，常に取水する  

よう地区の外側では引き上げ，内側は下に降ろしたまま  

の状態にしておく。通水5ぎヨ後に地区では代かきが開始  

される。地区会体の代かきが完了するまで10釧聞ほど  

かかる。代かき後に播種を行った直後，ゲートを操作し  

て地区内からの排水を7日間行う。圃場洒の減水深は各  

戯家の判断にまかされる。大抵の農家ばl劇場を湿った状  

態にしているだけで，湛水はさせていない。その後8日  

擬漑1巨l排水を行うが，これは事例a同様，圃場内の  

waterle〉el  

yig．15 Watel、ma】1agementbypl・OducとionglYOup  
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ローテーション搬漑や取水調繋は実施していない。  

5）通常年の三期作 一郎の戯家（水i対面砥の10％程  

度）は通常年でもTDを作付けし十三糊作を行っている。  

本地l茎でのTDの収穫頗は3．5も／haと低く，作期が遅  

れる通常勾引こは洪水被害の危険性もあるため，大半の戯  

家ほ通常年のTDの作付けを行っていない。採算が取れ  

る収穫蒐ほ3t／ha程度以上とのことである。   

通常勾封こγDを作付けして三期作を行っているのは，  

家族鰍戒厳に比して桝作面積の小さい戯家だけとのこと  

だった。これは，主として，TDを作らないと訂家消親  

分の米が確保できないためである。加えて，こうした戯  

家では，収穫や横様にかかる仙・人当たりの作兼旗が少な  

くてすみ，比較的幾に作付けができるということもある  

だろう。   

ただ，こうした零細農家でも，耕作地が河川から緻接  

淑水で轟るようになっていなければ通常年の三斯作は実  

施できない。水路の水位は，生産腰慮が大主‡まの戯家の意  

向に従って二期作に合わせて制御しており，rr‡〕播種時  

期ほ二期作戯家のHT刈敢時期と爵なるため，水路の水  

位は圃場よりも低くなっているためである。以上により，  

三湖作が行われる農地はごく山部に限定されている。  

4，事例g：Nguyen氏（Tan Phu村TamBinh郡）  

1）概要 本題家は，1969年に「在来椰単作－か在来種  

＋HYV」と作付体系を変化させ，その後，1982年に  

「HYVニ漸乍」，1989年からは「HY17三制作」と作付  

体系を変えている（yig．17）。聞き取りを行ったNgu－  

yenvan‡iiep氏の耕作地は水糾1．2ha，栄樹0．5ba，  

NguyenVanMit氏の耕作地はこ裾‡川．3ha，栄樹0．3  

ha。二人は兄弟で，M㍑氏はかって合作社のリーダー  

だった。j詞覇者の耕作地とその周辺の様子をダ蝮．16に示  

す。  

2）在来粗酎乍 符潮水絡はHYV導入以前からあり，  

乾季も潮汐潅漑が可能だった。しかし，雨準の9～10  

月ほ干潮時でも水路の水位が躍場面よりも30cm程度  

高くな軋自然排水をすることばできなかった。yig．  

15に地区に近接する河川の水位の隼変化を示す。収應  

は2．5t／厄積腰だった。  

3）HYV多期作1969年からHYVを導入しているが，  

1981年までは従来通りのスケジュ岬ルで在来種の作付  

けも行っており，異なる二品将による二期作を実施して  

yig．16 Sもudyarea（g）  
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済㌢†∝alvarjety  

high yielding variety   

∠二：7【】rSery   

r waterlevelof canal（hj9h tide）   

”＿，＿；－－・Wate「levelof canal（low tlde）   

Fig．17 Cropping・calendarandwaterlevel（g）  

いた。HYVは4月初旬に播穫していた。これは，これ  

より前だと緋起・代かきに十分な用水が得られず，逆に  

これ以上遅くなると，9～10月の秋水期間に収穫期が  

惑なって，披沓を受ける危険性があったためである。6  

月に十分な用水が確株で垂るようになってから代かき・  

移植を行い，8月上旬には収樺を行っていた。  

1982年からは在来種の作付けをやめ，代わりにDX  

を作付けし，HT，DXの二期作を行っている。収腰は，  

HTで3t／ha．DXで4t／ha程度だった。作湖はして  

DXが選択されたの楓 収厳が慮大になるためである。  

Hでは一級数が低いにもかかわらず，そのまま作付けされ   
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5．事例h：An Binh村（Lon Ho郡）  

1）概要 本地茎は，地形的には河川に挟まれた中州で  

ある。河川の水位が潮汐の影響を受けることと，雨季の  

湛水深が大畠くないことは挙例e，rと同様である。地  

区面積は約4，000haで，そのうち約1，200haが果樹園  

となっている。果樹の作付け商機は，1992年以降，魔  

の政策によって急速に増加した。栽培品種はsapodま11a  

（サボディラ），longan（ロンガン）等となっている。  

2）果樹栽培農家の収益の例1DoanvanMay氏は  

sapodillaを栽培している。経営面機は0，2ha。SapO－  

dillaは周年収稼が可能で，月に2回程度収穫している。  

生産者価格ば約4，000d／1くgで，Doan氏は年間で  

6，000kgの果実を収穫・出荷しているから，年間粗収  

入は約2，400万dになる。これほ，同じ面積でHYV二  

期作を行った場合の粗収入の約5倍に当たる。前述の事  

例飢 fの平均的な経常規模のHYV二期作農家と比べて  

も，およそ1．5倍の粗収入となる。肥料は年間4回，1  

剛こ50kg／haまくが，肥料価格はaOOOd／kg程度で，  

経営面積も小さいため年間コストとしては12万d程度  

にしかならない。  

3）果樹栽培農家の収益の例2 Phan vanでan氏ほ  

longanの高級品種（cowsklnlo咽an）のみを作付け  

している。経営面機0．6ha。家族は10人で，このうち4  

名がlongan栽培に従軍している。労働者の雇用はして  

いない。収穫物は仲買人が買い付けにきている。売り漉  

し価格は約10，000d／1咽で，これほ懲通のまonganの  

およそ3倍。収穫数は3～車準の成木で年間10も／ha  

とのことだから，年間粗収入は6，000万d。これは，同  

じ面積でHYV二期作を行った場合の粗収入の4倍以上  

になる。  

4）潅漑排水 村全体を縦横に幅3m程度の水路が走っ  

ている。水路の水位ほ制御されておらず，潮汐の影響を  

受けて変動する。各戯家の轍園地はこの水路に接してお  

り，ここから個々にゲートを設けて樹園地内に用排兼用  

の水路（幅1～2m程度）を掘り，潮汐潅漑・排水およ  

び地下水位の制御を行っている。   

乾季には，各農家が樹園地内の水路からポンプや柄杓  

を使って水を汲み上げ，樹木に直接水をかけている。潅  

漑頻度はそれほど高くなく，SapOdilla成木では2日に  

11弘∴幼木は1E】に1園程度，longanでほ1週間で1  

園程度。潅漑する際に水路の水位を上げているが，これ   

ていた。これは，TDでは9～10月ほ湛水凍が大きい  

こと，ⅩHでは3月前後の播種期に十分な用水が確保で  

きないことがそれぞれ制約になり，Hで以外に作付けす  

ることができなかったためである。  

1989年からは，HYVの三湖作を実施している。新た  

に乾季のⅩ舘を導入するために，DXの作付けを1ケ月  

早く始めている。これにより，ⅩHの播種を，用水があ  

る程度確保できる2月中に行うことが可能になった。ま  

た，ⅩHだけは不桝起乾附蔽播を行っており，播種湖の  

用水不足に対応している。ポンプはまったく使用してい  

ない。  

4）閉場内の水位制御と農作業 Fig・．18に，本戯家の  

収穫から播種までの戯作莱と取水の梯子を示す。同じ湿  

潤麗播でも，HTとDXとでは違うことがわかる。Hで  

の場合，播種の敵前に代かきを行っているのに対し，D  

Xでは，前作の収穫後，洪水がひどくなる前に代かきを  

行い，その後，洪水が引いた麗後に播種を行っている。  

また，酸性土蟻の影轡が小さいのか，挙例a等で見られ  

た播種時の圃場の用水の入れ替えは行っていない。HT  

の収穫は溜水した状態で行っている。これは，この時凱  

排水ができないためである。  

5）洪水の被寮1994乳1995年と洪水があり，1995  

年の9～10月は圃場の湛水深が100cm以上になった。  

水稲はこの時期を避けて作付けされているため披寒はな  

かったが，水圏に隣接する果樹瀾では笛木が完全に枯れ  

るという故事にあっている。  

V
一
ハ
1
∵
i
 
】
†
L
 
 

2
。
5
 
 

e
 
船
側
 
 

20  20 26ヰ  

1and p「epa「う咽  

くX＝一日T〉  

waterlev◎1  

brvさSt Seedl  

2D 、101■6－7  

1andpreparイ咽  
くHトOX〉  
wat¢rl¢帽1  

＄詑dうng  

紬 

yig．181Vaterman昭ementinsもudyarea（g）  



20  石井 敦・大原興太郎・津田 誠・Nguen Ngoc De  

されるようになった。また，乾季の潅漑用水も，この水  

路によって供給されるようになった。これらの水路は，  

毎年洪水後に波深を行っている（Photo．7）。  

1988～89年には，県が大規模な水田均平事業を実施  

している。浮稲と違ってHYVでは圃場内の水位をある  

程度制御する必要があり，圃場内・圃場間に大きな標高  

差があっては作付けが困難になるからである。均平作業  

は他県から大型トラクターを借りて行われた。  

1993年には，ChauPhu郡が二次水路の再整備（汝  

深）を行っている。こちらは排水改良というよりは，乾  

季の水路の流量を確保するための措置だった。   

ChauPhu郡にはメコン本川沿いに潅漑公社（irri－  

gationcompany）が管理する電動のポンプ場が12カ  

所あって，周辺2，000haの水田を潅漑している。潅漑  

期間は11～6月で，公社は農民から水利費として水稲一  

作ごとに籾米400～500kg／haを徴収している。  

4）湛水直播 後述するように，本県は洪水期間が長く，  

乾季にHYVの二期作を行うことが期間的に困難な地域  

が多い。洪水が完全に引くのを待ってからDXを播種し  

た場合，その年および翌年の洪水期によっては，二作目  

のHTの収穫が翌年の洪水期にかかる危険性がある。そ  

のため，本県では多くの農家が，完全に水が引く前に  

DXの直播（submergedirectseeding：以下，「湛水  

直播」と表記）を行っている。   

ThoaiSon郡の農業改良普及所での聞き取りによる  

と，本郡で見られる一般的な湛水直播の手順は以下のよ  

うになる。まず，湛水深が40cm程度に低下した時点  

で代かき・畔作りを行い，次いで，雨季に繁茂していた  

水草を除去する。雑草除去には魚採りの網が使われるこ  

とがある。播種は催芽をかけて行われる。播種時の水深  

も30～40cm程度と深い（Photo．8）。発芽後の種子は  

それほど大量の酸素を必要としないため，これでも種子  

がダメージをうけることはないのだという。ただし，発  

芽後の苗が，十分光合成ができるよう，湛水した水の透  

明度を高める必要がある。このため，窒素系の肥料を散  

布して，湛水の透明度を高めるとのことである。播種か  

らおよそ10～15日後には，湛水深が小さくなり，苗も  

生長して水面から上に出てくるとのことだった。   

ただ，やはり，苗の生育にとっては播種時の湛水深は  

浅い方がよいらしい。そのため，最近になって，洪水の  

終わる時期に高畦を作り，小型ポンプで圃場からの排水   

は地下水位を上げるというよりは，用水の汲み上げ労力  

を節減するためである。   

地区には水路に沿って開場面から50～100cm程度の  

高さの堤防が築かれている。これにより洪水時の樹園地  

の冠水ははとんど起こらなくなっているが，1994年は  

大洪水があり地区内の樹園地も冠水した。Phan氏によ  

れば，longanは15日間以上冠水すると病気にかかる  

とのことだが，1994年の洪水時には小型ポンプを排水  

に使っており，これにより被害を避けることができたと  

いう。  

Ⅵ．An Gia咽県   

1．県の概要  

1）土地利用 本県はベトナムメコンデルタの上流部に  

位置している。水稲作付面積385，800ha（1994）のうち  

180，000haが二期作を行っている。かつては浮稲単作が  

多かったが，近年急速にHYVの二期作が広がった。後  

述するThoaiSon（タイソン）郡は，郡の農地面積約  

40，000haのうち水田は約37，000ha。1987年までは水  

田の80％で雨季の浮稲単作が行われていたが，その後  

急激に二期作が普及し，1991年には水田の全域がDX  

＋HTの二期作を実施するようになっている。収量は  

DXで6t／ha，HTで4t／ha程度。現在でも浮稲を作  

付けしているのは，後述するChauPhu（チャウフー）  

郡の一部（20，000ha，1993）だけとなっている。Photo．  

6に本県の土地利用の概要を示す。  

2）水利条件 本県は，前述した2県と比べて，洪水時  

の湛水深が1m以上と大きい。Chau Phu郡の一部で  

は，最大で4m近くまで湛水することもある。また，  

VinhLong県やTienGiang県の水田地帯と違って，  

河川の水位は潮汐の影響をはとんど受けない。  

3）大規模土地基盤整備事業 本県ではフランス統治時  

代に，幹線水路と二次水路が縦横に開削された。幅員は，  

幹線水路で13～15m，二次水路で8m程度。現在は，  

幹線水路は国，二次水路は郡等が管理している。いずれ  

も水位の制御はなされていない。  

1970年代になって，ThoaiSon郡では，県が大規模  

な潅漑排水事業を実施している。これは，郡内に幅  

10～20mはどの水路を2～3km間隔で掘削するとい  

うものだった。これにより，郡内の多くの地域で洪水期  

間が短縮され，HYVの乾季二期作に十分な期間が確保  
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を行って，湿潤直播と同じような状態でDXの播種を行  

う農家が増えている。  

2．事例i：UtMi氏（NuiSap町ThoaiSon郡）  

1）概要 Fig．19に本農家の耕作地と周辺の様子を示  

す。耕作地は水田2．Oha。このうち，1．OhaはNuiSap  

（ヌイサップ）町にあって住宅に隣接しており，1976年  

に「在来種単作→HYV二期作」と作付体系を変化させ  

ている（Fig・．20）。残りの1．Ohaは数kmはどはなれ  

たVong・Dong（ボンドン）村にある。こちらは1993  

年に購入しており，購入当初からHYV二期作を行って  

いる。  

2）浮稲単作 本地区は雨季の洪水期間が7～1月と長  

く，湛水深も最大時で1m以上と大きかった。また，  

乾季には河川の水位は圃場面よりも2m程度低くなる  

（Fig．20）。河川水位は潮汐の影響をほとんど受けない。  

そのため，ポンプを使わない限り乾季の潅漑用水を河川  

や水路から取水することはできなかった。こうした事情  

から作付けは雨季に限られ，大きい湛水深に耐えること  

のできる浮稲が作付けされていた。5月に乾田状態で本  

田に直播し，収穫は12月。収量は1．5～2t／ha程度だっ  

た。  

3）HYVニ期作1976年からはHYVを導入し，乾季  

のHYV二期作を行っている。収量はDXで7～8t／  

ha，HTで6．1t／haと高い。   

HYVの乾季二期作を可能にした水利改良として，以  

下の三点がある。   

第一に，前述した大規模な排水改良事業による洪水期  

間の短縮である。ThoaiSon郡では，県と郡が1970年  

代前半に排水改良事業を実施している。これは，郡全域  

に大規模な排水路網を建設し，自然排水（一部はポンプ  

排水）により郡内の洪水期間を短縮するというものだっ  

た。UtMui氏によれば，本地区でもこの事業により雨  

季の洪水期間が20日程度短くなっており，この洪水期  

間の短縮がなければHYVの二期作は実施できなかった  

とのことである。   

第二に，ポンプの購入・利用による乾季の潅漑用水の  

確保である。UtMui氏の場合，ポンプは舟外発動機に  

パイプを取り付けたもので，1976年に4hpsのものを購  

入している。1992年には6hpsのポンプを新たに購入し，  

現在ははとんどこちらを使用している。一作につき，軽  

油501it．／haを消費するとのことだった。   

第三に，後述する湛水直播の導入による，十分な作付  

け期間の確保である。  

4）湛水直播 Fig．21に本農家のニカ所の耕作地での  

湛水直播時の水管理を示す。前述したように，Thoai  

Son郡の一般的な湛水直播では，水深が40cm程度に  

なった時点で播種を行っているが，VongDong村の  

水田では，水深が10cmになってから播種を行ってい  

る。ここまで洪水が引くのを待てるのは，VongDong  

村の水田が他と比べて比較的標高が高く，HYV乾季二  

期作のための期間（非洪水期）にやや余裕があるためで  

ある。播種後，20日前後で湛水深はゼロになる。その  

時点で肥料を散布し，その後は湛水深10cmを保っよ  

うにポンプで潅漑している。   

800ca【al（1979）  Paddy fjeld  

くHUISAP〉  く〉OHG DOHG〉  

Fig．19 Studyarea（i）  

盛Ⅱ汐7 イloatう【9「うce  

』Ⅱ正Ⅲア  high yielding variety  

after draう〔age PrOject  

before draう【age PrOje¢t  

Fig．20 Croppingcalendarandwaterlevel（i）  
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かけて水田を購入し，経営面積を3．9haから5．Ohaに  

拡大している。購入価格は1，500万d／ha。これは，H  

YV二期作による1年分の収益（農家の手元に残る金零酢  

をやや下回る程度である。さらに1995年には，開墾地  

のTriTon地区で5haを購入した。これだけの経営規  

模になると，収穫・播種の作業に要する期間が長くなり，  

二期作を行うのに十分な期間が取れるかどうかが問題と  

water level 

…days  なる。本農家は，本田準備および播種に数名の農業労働  

者を雇用することでこの問題を解消している。  

3）潅漑方式の変更1993年までは，河川と引水路の  

間にゲートと中型のポンプを設置して，引水路に接する  

水田を耕作する複数の農家でこれの水位を制御していた。  

・37 10 ミ  20   

、－J－ VONG DONG  

、・・・、J・・・ 帆ISAP  

Fig．21Water management of submerge direct  
seeding（studyarea（i））  

NuiSap町の水田はVongDong村よりも低地にあっ  

て，洪水期間が40日程度長い。そのため，VongDong  

村のように湛水深が小さくなるのを待ってDXを播種し  

ては二期作ができない 。このため，湛水深が40～50  

cmになった時点でDXの湛水直播を行っていた。前述  

した本郡での一般的な湛水直播を行っていたのである。   

しかし，1996年からは，湛水深が40～50cmになっ  

たところで高畦を作ってポンプ排水を行い，水深を10  

cmまで下げてからDXの播種を行っている。播種の時  

期はVongDong村よりも10日程遅れる。播種後は断  

続的にポンプ排水を行って湛水深を10cmに保つよう  

にしている。洪水が引いた後の水管理はVong Dong  

村の水田と同様である。  

5）湿潤直播 HTの播種は湿潤直播で行っている。収  

穫後，藁を燃やしてから乾燥状態で耕起を行い，7日後  

にはポンプで取水して代かきを行い，直後に播種をして  

いる。輝種の4日後に湛水・排水を行い，湿土状態を保  

つ。その4日後には肥料を撒き，以後，水深10cmを保  

つように収穫の15日前までポンプ潅漑を行っている。  

3．事例j：Nguyen Duy Hai氏（Vong Dong村  

ThoaiSon郡）  

1）概要 本農家は「浮稲単作→HYV二期作」と作付  

体系を変化させた。所有する水田は10ha。DXでは湛  

水直播を行っている。湛水深30cm程度の時に水牛を  

使って田面を均平にし，その上で催芽種を蒔いている。  

2）経営面積の拡大と雇用労働力1993年から94年に  

中型ポンプは個人の所有物で，Nguyen民らはポンプ  

の使用料金を支払っていた。各人は引水路からはポンプ  

を使わずに取水していた。  

1994年からは，引水路を掘り下げ，引水路自体の水  

位制御はせず，各農家が小型ポンプを購入・利用して引  

水路から水田に揚水するようになった。   

これにより，各人がそれまでよりも自由に取水・排水  

できるようになった。また，ポンプの使用にかかる経費  

も節減された。1993年のポンプ使用料金は一作につき  

籾米100kg／ha（15～21万d程度）で，これに加えて  

燃料費として軽油501it．／ha分の現金が徴収された。  

94年以降はポンプ使用料金は不要で，燃料費も一作当  

たりに要する軽油が301it．／haに節減できている。ま  

た，燃料費は93年までは5，000d／1it．で計算されてい  

たが，94年からは2，500d／1it．で入手している。結局，  

ポンプ代金を除く経費は，一作当たりで385，000dはど  

安くなっている。ポンプの価格は，94年のカント一県  

農業祭に出品されていた小型ポンプ（流量401it．／分，  

台湾製）で140万dだった。3年以上ポンプを使用する  

と，経費の点では小型ポンプを個人で購入した方が有利  

になる。  

4．事例k：ThanhMiTaY村（ChauPhu郡）  

1）概要 現在なお浮稲の作付けが残っている地区。  

1994年の稲の作付面積は2，864ha，農家戸数は1，730  

戸。かつては浮稲の単作だったが，1991年より乾季畑  

作＋雨季浮稲の多毛作を実施している。  

2）浮稲作付けの継続 本地区は前述のThoaiSon郡  

より標高が低い。そのため，洪水時の最大湛水深は大き   
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く，地区によっては4mにも達する年もある。また，洪  

水の期間も長い。このため，乾季にHYV二期作を実施  

することば作付け期間上困難であり，結果，現在でも浮  

稲を雨季に作付けし続けている。村の人民委員会委員の  

Tinh氏の話では，「乾季のHYV二期作は不可能ではな  

いが，洪水の終わりが長引いたり開始が早まったりする  

と一作分の収穫がゼロになる。危険が大きすぎる」との  

ことだった。   

浮稲は，雨季の洪水が始まる前に播種され，洪水によ  

る圃場の水位上昇に合わせて生長する。生長速度は  

5cm／日程度にも達し，通常の雨季洪水時の水位上昇  

を上回っており，洪水による被害を受けない（Photo．9  

参照）。後述するように，年によっては生長速度を超え  

て水位が上昇することもあり，こうした年には浮稲であっ  

ても被害を受けているが，こうした被害はそれはど頻繁  

にはないようである。  

3）公社指導による幸乞季畑作物の導入 浮稲を雨季に作  

付けした場合，浮稲（雨季）＋HYV（乾季）による二  

期作か，浮稲（雨季）十畑作物（乾季）の多毛作が可能  

である。本地区では，1991年より乾季畑作＋雨季浮稲  

の多毛作を実施している。これは，県政府の農産物多様  

化の方針の下で行われた県農業公社（A下1EX）の支援・  

指導があったためである。農業公社は畑作物栽培のノウ  

ハウを農家に教授し，種や肥料も提供（貸付）している。  

農家は栽培技術や金銭，市場の確保等について，特別の  

準備をする必要がなかった。   

畑作物は農家と農業公社との契約栽培で作付けされて  

おり，作物は主としてトウモロコシ。この他 ゴマ，キュ  

ウリ，大豆，スイカ等の作付けがある。  

4）洪水被害と作付体系の変化1994年は洪水年で，  

村北部の低地では，浮稲も相当の被害を受けた。すなわ  

ち，浮稲の作付け面積2，864haのうち，612haが全滅  

し，852haが40～70％の収量減少，同様に1，100haが  

20～40％，300haが20％未満の収量減少となったので  

ある。   

また，この年は，洪水がなかなか退かなかったため，  

トウモロコシの播種を行うことができなかった。そのた  

め，北部の低地400haについては臨時にHYVを播種し，  

乾季HYV＋雨季浮稲の二期作を行った。  

Ⅶ．LongAn県   

1．県の概要   

本県はホーチミン市の南50kmに位置している。洪  

水期間は9月中旬から12月までで，最大湛水深はおよ  

そ0．6m未満となっている。県のばば全域が酸性土境  

地域で，乾季には小河川や水路の用水が酸性になる。河  

川や水路の水位は，潮汐の影響を受けて1m程度日変動  

する。  

2．事例I：スイカ生産農家（Benluc郡）  

1）概要 本農家は1981年に「HYV＋在来種→HYV  

二作＋スイカ」と作付体系を変化させた。Fig．22に作  

付体系の変化を示す。  

2）在来種＋HYV 在来種は移植を行っていた。これ  

は，在来種の播種がHYV（HT）収穫後の洪水期にあ  

たり，本田への直播が困難だったためである。この時期，  

圃場の湛水深は最大で40～50cmになる。HYVの方は  

湿潤直播で作付けされていた。   

二作目に在来種を作付けしていたのは，農家によれば，  

HYVよりも在来種（香り米）の方が食味がよくて人気  

が高かったため，とのことである。同じ二期作なら，H  

YVでも香り米でも収益はそれはど変わらないとのこと  

で，今でも周辺の他の農家の水田では，こうした作付体  

系が取られている。   

当時から用水路が整備されており，乾季でも取水する  

ことは可能だった。乾季の作付けをしていないのは，こ  

の時期の河川の水質が強い酸性になっていて，作物の生  

長を阻害するためとのことである。三期作がなされなかっ  

たのもこうした理由による。  

表≡≡野1∝治1varjety   

』Ⅲ肝7 hjghyje鳩j咽Varうety   

∠＝二7 nur鋸ry   

■■■r wate＝don   

Fig．22 Croppingcalendar（1）   
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3）HYV二作＋スイカ1981年よりスイカの作付けを  

開始しており，これを導入するため，水稲二作目の香り  

米の作付けを，生育期間の短いHYV（DX）に変更し  

ている。DXで移植を行っているのは，香り米の場合と  

同様，播種時の湛水深が最大で40～50cmに達してい  

るためである。ただ，これに加えて，移植によって本田  

の利用期間を短くすることでスイカの作付け期間を十分  

確保するという意味もある。スイカは正月用（2月中旬  

の旧正月）の商品作物として作付けされており，その時  

期までに収穫・出荷しないと価格が安くなってしまう。  

そのため，HTの収穫とほぼ同時にDXの苗代を準備し，  

早めにDXを収穫しているのである。   

スイカは，圃場に約3m間隔に溝を掘って，その近  

くに苗を植えている。潅漑用水は柄杓で清からあげてい  

る（Photo．10）。定植後20～40日後に，肥料をまき，  

その上から溝底の泥をかぶせている。  

4）消費地との距離 スイカは正月用の商品作物として  

ホーチミン市に出荷される。本地区は国道に隣接してお  

り，ホーチミン市まで車で1時間程度と近い。国道は  

1970年代に拡幅しており，幅員は15m程度ある。この  

ため，大型トラックでの輸送が可能になっている。  

Ⅷ．考  察  

以下では，1．で以上の調査地区の作付体系の変化につ  

いて整理した上で，2．で水稲多期作，3．で水稲＋畑作お  

よび果樹専作といった作付体系について，こうした作付  

体系を可能にした水利改良の意義とその実態について検  

討・記述する。また，4．では，調査地区で見られた水利  

施設および用排水の管理について考察を行う。  

1．作付体系の変化   

調査地区の作付体系は，1970年代ころから，それま  

での水稲単作（一部で二期作）から，水稲多期作，水稲  

＋畑作，果樹専作へと変化していた。これらを作付体系  

ごとに頸型化してまとめたものがFig．23である。以下，  

各規型について，水利上の改良と作付体系の変化の関係  

に留意しつつ述べる。  

1）HYV三期作 デルタ下流部の洪水氾濫時の湛水深  

の小さい地区では，HYV三期作が行われている。乾季  

の潅漑用水は主として潮汐潅漑で確保されている。この  

他，個人持ちの小型ポンプ（事例c）や村保有の中型ポ  

くlowe「part of delta〉  

く】PPer Part Of delta〉  

AW highyieldvariety  ∠二二7nursery  
表≡≡野1∝alvarうe旬  ■■＝Pl肌】crop  

感堅謬㌢floatin9rice  ∠（皿Ⅲアfruit   

Fig．23 Croppingcalendar of the upper／lower  
partoftheMekongDelta   

ンプ（事例a）による取水，不耕起乾田直播による用水  

不足対応（事例g）が見られた。また，地域内に高低差  

がある地区では，雨季の洪水対策として，生産集団によ  

る堤防の嵩上げと水管理が行われていた（事例e，f）。   

注目されるのは，同じHYV三期作でも，水利の条件  

によって作期が異なっていることである。収量の点で，  

望ましいのは，乾季収穫二作＋雨季収穫一作（DX一  

ⅩH－HT等）の三期作であり，乾季の潅漑用水が十分  

確保された地区ではこうした作付けが行われている（事  

例c，g）。一方，乾季に水質・水量の点で十分な潅漑用  

水が確保できない地区では，収量の落ちる雨季収穫の二  

作と乾季収穫の一作を合わせた三期作（DX－  

HT－TD等）が行われている（事例a，d）。   

事例e，fは，作付け期間に余裕ができる閏年のみ  

DX－HTvTDを作付けしており，通常はDXrHTの  

二期作を実施している。これは，TDの収量が，3～4  

t／haと低いことによる。   
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入と湿潤底播の普及によってなされたといえるが，これ  

らの導入・普及のためにほ，その前提となる水利灸件に  

ついての改良をすることが必要だった。以下では，まず，  

HYVおよび湿潤絵描の水稲多期作化における意義につ  

いて示し，その上で，これらが水利の改良によっていか  

に可能なったか検討する。  

1）HYV1960年代前半まで作付けされていた在来機  

払 主として感光性であり，収穫時湖闇‡ヨ艮の短くなる  

秋から冬に限られた。そのため，作付けは，主として春  

夏播種～秋冬収穫の単作だった。中には早稲と晩稲を組  

み合わせることで夏～考丸 秋～冬の二期作を行っている  

地区もあったが（挙例a），これを行うには，秋の洪水  

時の圃場の泥水深が小さいことが必要で，実施できる地  

区は少なかったようである。   

文献によると，メコンデルタにHYVが導入されたの  

は1967年からでG），閑適地区でも挙例cで1967年より  

HYVの作付けを開始している。HYVはそれまでの在  

来種と逢って非感光性であり，そのため，収碓時期は特  

定の準節に閻定されず，年間を適して作付けすることが  

可能となった。また，播確から収穫までの生育期閣も  

100日程度と短かい。HYVのこうした非感光性と短い  

生育期間という特性により，水稲の多耕作化は可能になっ  

た。挙例bで見られたように，後述する水利等の条件が  

満たされれば，蔽播の場合で最大2年7作まで作付けす  

ることが可能になったのである。   

ただ，HYVは短稗であるため，浮稲や深稲と違って，  

洪水氾濫によって㈲場の湛水探が大きくなる時には作付  

けすることができない。このため，デルタ上流の洪水時  

の湛水探が大きい地区では，HYVの軍人は乾季の非洪  

水期間に限られている（召寮例i，j）。また，こうした渇  

水期聞が最期におよぶ地区では，HYVは導入されず，  

従来通り，洪水に対応できる浮稲が雨季に作付けされて  

いる（事例k）。   

また，洪水氾濫時の湛水深が小さい地区でも，雨季の  

作付け（TD）ほ収旗が落ちるため，作付けほ敏速され  

ている（事例e，g）。挙例e，fのように，閏年のみTI）  

を作付けしている地区もある。これは，在来種と遜って  

HYVでは肥料代等のコストが高く，収厳のおちる雨季  

の作付けを行った場合，採算が取れなくなるおそれがあ  

るためである。HYVの採欝ラインは3も／ha程度との  

ことだった（事例ー）。   

2）HYVニ期作＋畑作 HYV三期作が可能な地域の  

中には，HYVを二作にとどめ，換金性の高い畑作物を  

作付けしている地区もあった。挙例bは綿花，1はスイ  

カをそれぞれ作付けしている。   

畑作物の場合．洪水対策が蔓費になる。召姦例1では乾  

季に畑作を行うことで洪水を避けていた。また，挙例b  

では，憐†場の一都を盛り土したところに綿花を植える，  

といった対策をとっていた。聴漑月ヨ水はいずれの地区も  

潮汐潅漑によって確保されている。   

稲作の方で特徴的なのは，両地区とも刷増ミで移植を行っ  

ていることで，これは，本田での作付け期間を短縮する  

ために行っている。両地区とも，畑作物の作付け時湖が  

動かせないこと，乾季の潅漑用水が酸性になって稲の作  

付酬こ適さないこと，といった稲作期間の制約があり，  

麗播でほHYV二作が湖閲的に困堆なためである。  

3）果樹専作 淡水の危険性の小さい地区では，収益増  

大のため，栄樹噂作に移行した例もみられた（挙例d，  

h）。いずれの地区も，潮汐を利用して，潅漑用水の確  

保と地下水位の制制度行っている。事例bでは，雨季洪  

水時の浸水を防ぐため樹園地周辺を土盛りしている。  

4）HYVニ期作 デルタ上流部の洪水氾混時の湖水探  

の大きい地区では，かつては雨季の浮稲単作が行われて  

いた。現在では，ポンプの導入により乾挙の磯漑用水が  

確保され，大規模排水軍楽等によって雨季の洪水期間が  

短縮される等して，乾季のHYV二期作を実現している  

（挙例i，j）。雨季にはHYVを作付けすることができず，  

三期作は不可能である。雨季の浮稲の作付けをやめてい  

るのは，浮稲を作付けすると，その播種・収穫が非洪水  

潮間にかかり，HYV二期作のための十分な期間が確保  

できなくなるためである。  

5）浮稲＋畑作 洪水氾済憫の湛水探が大重く，かつ放  

水期間のより良い地区では，乾季にHYV二期作を行え  

るだけの十分な期間を確保することができず，従来通り  

雨季に浮稲を作付けしている（事例k）。乾季は公社の  

紛糾こよってトウモロコシ琴の畑作物を作付けするよう  

になっている。  

2．水稲多期作と水利   

上述した作付体系の変化のうち，HYVの導入に伴う  

水稲の多斯作化は，1970年噴から急速かつ大規模に進  

んできている。こうした作付体系の変化は，HYVの導  
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しかし，こうした制約はあるが，生都開閉の短縮およ  

び非感光性というHYVのメリットほ大きく，水稲多期  

作を可能にした大きな要因であることにかわりはない。   

2）湿潤直播 調適地区では，かつて，浮稲を除く在来  

種ほ，ト～2回の移植によって作付け挙れていた。田植  

機の普及していないべトナムでは，移植は人力のみで行  

われる。作塞は1人・冒で10a程度が限界だろう。代  

かきも必要で，これはトラクターを使って1人・冒で  

50a程度。この他，晋の運搬や水管理等を考えると，仮  

に1haを耕作している場合，田植の開始から終了まで  

15人・日程度が必安だろう。   

両方，湿潤政播の場合，1h8．の水田に播種（散播）す  

るには判ヨあれば十分である。代かきを合わせても2人・  

日程皮で播種作兼を終えることができるようである（事  

例c）。移植に比べると大幅に労力が軽減されており，  

作業期間は短縮されている。   

ただ，本田での作付け期間全体については，耕作面積  

に対して十分な労働力が確保されている戯家でほ，むし  

ろ移植を行った方が短くすることができる。移植の場合，  

稲は播種から20～30日程度は本田と別に用意された前  

代で育てられ，本闇での生麿期間はその分だけ短くなる  

からである。この短縮期間が，移植による作業期間の増  

大分よりも大きければ，本田での作付け期間全体は短縮  

される。実際，事例bでほ，期間に余裕のあるHT，  

DXでは麗播を行っているが，畑作との関係で期間に余  

裕のないTDでは他から労働者を常用して移植を行って  

いる。   

今回凋姦した稲作農家は，主として耕作面積は1～  

2ha程度で，常鳩の労働力は2～3名程度だった。メコ  

ンデルタではごく梗準的な経常規模である。こうした戯  

家の場合は，移植でも湿潤麗播でも，本田での作付け期  

間全体の長さはそれはど変わらない。湿潤敵播楓 作付  

軒別聞を短儲けるためではなく，移植といった東労働を  

なくすために導入されたのだろう。こうした厳密につい  

ては，東労働からの解放により多期作化への意欲が増し  

たという面はあるだろうが，湿潤直播の実施がそのまま  

多偶作化の要因になったとは貰えない。   

ただ，息子らが戯外に就職して十分な労働力が確保で  

きなかったり，耕作規模を拡大している戯家（挙例j）  

の場合は，湿潤麗播の導入によって本閏での作付け期間  

が短縮できている。こうした戯家については，湿潤鮭播  

によって多湖作化が実現できたといえるだろう。   

なお，本朝では触れていないが，作業期間の短縮とい  

う点では収穫期の作灘にも注意する必要がある。これに  

ついてほ，猫負作業を含む動力脱穀機の普及が収穫作来  

期間の短縮をもたらし，これが水稲多制作化を進めた要  

因になっていることが指摘されている8）。   

3）水利上の改良 HYVの導入によって水稲多謝作を  

実施するには，乾季の液漑用水の確保，雨季の洪水への  

対応といった水利上の改良によって，HYVの作付け可  

能期間巷凝淡することが必要になる。   

今回調査した地区は，事例cを除くと，在来種を作付  

けしていた時点では，乾季の樅漑月ヨ水が確保されていな  

かった。そのため，水稲の作付けが可能な据膳は，降雨  

や洪水を麗接開場で受けて利用できる雨季に限られてい  

た。HYVの導入により多制作イヒの可能性が出てくるよ  

うになると，こうした地区では，引水路および潮汐磯磯  

施殺の建設（事例b等）や，ポンプの導入（事例c等）  

により，乾季の潅漑用水が確保されるようになった。ま  

た，播矧時の用水節約的農法（不耕起乾I乳酸撒）を導入  

することで，乾季の液漑用水不足に対応する地区もでて  

きた（挙例g等）。   

また，前述したように，デルタ上流の洪水氾艦時の湛  

水凍が大きい地域では，短稗種のHYVの作付けは非洪  

水期間に限られる。そのため，非淡水期間が短い地域で  

はHYVの多制作を実施することは困難だった。これに  

ついてほ，風琴による大規模な排水軍楽の実施等によっ  

て洪水期間を短蘭する等の措置が取られた。また，短い  

非洪水期間を有効に利用するように，圃場から洪水が完  

全に引く前に播種を行うような農法（湛水麗椿）も用い  

られるようになった（事例i等）。AnGiang・県では，  

湛水探が血定になるように，大規模な圃場均平事米も行  

われた。   

洪水氾濫時の湛水深がそれはど大きくない地域でも，  

地域内に高低凌があるところでは，低地に冠水被害が出  

る場合がある。こうした地区の山部では，河川沿いに堤  

防を築き，引水路の水位を集団的に管理することで低地  

での冠水披寒をなくすようにしていた（挙例e，f）。   

以上のような水利上の改良により，HYVの作付けが  

可能な期間は，乾季の聴漑用水の確保によって  

100～150日程度，雨季の洪水対策によって40～60‡ヨ程  

度，それぞれ拡大されており，これにより胃YVの多謝   
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ところに綿花を作付けし，冠水を防いでいた。  

2）地下水位の制御 果樹栽培の場合，樹園地の地下水  

位を岬一定以下に下げることも必要になる。挙例d，gで  

は，園内に幅1m，深さ1m程度の水路を建設し，潮  

汐による水位変動を利用して掛図地内の地下水位を一定  

以下に保っていた。また，畑作物でも，綿花やスイカの  

作付けでは，厨舅域内に数m矧掛こ構を掘り，これを引  

水路につないで潮汐を利用して地下水の制御を行ってい  

る（事例b，1）。   

こうした樹園地等の造成幾は高く，事例dの場合，  

0．3haの造成に約600万dをかけている（苗木代とそ  

の定植蟄用も含む）。  

3）潅漑用水の確保 潅漑用水は，栄樹の場合，蜘こ苗  

木で必要になる。成木でも，果樹の種類によっては，乾  

季には過1回程度は潅漑する必要がある。挙例d，hで  

は周辺の河川から樹園地に水路を引いており，潮汐を利  

用して園内に導水し，柄杓や小型ポンプを使って兇樹に  

散水していた。また，綿花やスイカでも，上述した構を  

利用し，そこから柄杓等で散水を行っている。  

4）その他の条件 果樹肇の新たな作物を導入する場合，  

その栽培技術を収得することが必葦になる。司郎殉dで  

は，県の戯兼開発センタ鵬が技術指導を行っていた。ま  

た，消費地までの輸送の問題もある。挙例1は済】場が国  

道沿いにあって，ホーチミン締まで至近という好条件が  

あった。事例hも，中州にあって，舟運の便がよい。   

戯家が独眉に畑作物等を肇入する場合，以上に加えて，  

生産物の買い手の確保や初期投資の準備等，さまざまな  

条件をクリアすることが必要になる。これが可能なのほ  

山部の戯家に限られるだろう。このため，栽培作物の多  

様化を目指している英の庖兼関係の公社では，作物栽培  

の計画を立てた上で，地域ごとに畑作物等の導入を支援・  

奨励している。公社では。栽培技術の指導や焦慮物の買  

い上げ，肥料等の確保といった問題についてすべて対応  

しており，こうした事憎から公社指導による作付体系の  

変化がかなり進んでいるようである（事例b，1く）。  

4．水利施設と水管理   

以下では，メコンデルタで見られた水利施設（潮汐潅  

漑・排水施設およびポンプ）の特徴，水管理方法（個別  

的水管理と塊団的水管理）の効果と問題点について検討  

する。また，水利施設および水管理方法ごとの水利費の   

作が可能になったといえる。   

また，水利上の改良ほ，湿潤溶接の呼人にも貫献した。  

湿潤麗播を行うには，Fig＼8やFig．18で示したように，  

播種前後の圃場の水分状態を湿潤状態に，その後，菌の  

生良に合わせて湛水深を5～10cm程度に保つ必要があ  

る。また，酸性土壌の影攣がある地域では，播種前に山  

度取水・排水を行って，土壌の洗浄を行っている。こう  

した開場水位の制御や，細かい引水作業は，水路を設け  

ずに降雨や洪水を利摘した場合は困難だっただろう。引  

水絡の建設，潮汐搬漑・排水施設の整備やポンプの導入  

圃場の均平等の水利改良等によって，圃場内の水位が制  

御できるようになり，その結果，年間を適して湿潤痘播  

を実施することができるようになったのである。  

3．稲作＋畑作軌 果樹専作と水利   

調査地区では，1980年代から，水稲に畑作物を加え  

て多毛作化をはかったり，稲作をやめて果樹専作へと作  

付体系を変えた戯家があった。年間の収益ほ，いずれの  

農家の墟含も水稲に比べてかなり高く，果樹尊作戯家の  

中には周辺の平均的稲作戯家の4倍以上の粗収入を得て  

いる農家もあった（事例h）。ただ，こうした作物を導  

入するのにも，水稲多期作と同様，以hFに示すような水  

利上の改良等を行うことが必要だった。  

1）洪水からの防御 果樹や畑作物の場合，作物が雨季  

の洪水による冠水披賽を受けないようにすることが盛宴  

な維題になる。   

将に果樹ば多年生であるから．果樹園は年間通じて洪  

水による浸水があってはならない。実際，水間から観閲  

地に転換した地区では，挙例gに見られたように，洪  

水時の浸水によって樹木が被沓を受けている。このため，  

かつての果樹栽培は，住宅や幹線水路周辺の比較的楼裔  

の商い場所に限られていた。   

調露地区のうち，水開から樹園地に転換したところで  

は，こうした浸水被害への対策として樹閑地の周閲に土  

盛りをしており，それでも浸水した場合は小型ポンプを  

使って排水している（軍例h）。   

スイカやトウモロコシといった畑作物も，冠水した場  

合は被害を受ける。そのため，調凌地区ではこうした畑  

作物を乾季に作付けし，雨季は稲作を実施している（事  

例k，1）。雨季に綿花の作付けを行っている地医（挙例  

b）では，圃場内に構を掘り，掘った土で盛り土をした  
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また，海水の遡上による用水の塩分磯皮の上界も懸念  

される。今回調姦した地区ではそうした例は見られなかっ  

た。しかし，より下流部では，河川の流應が低下する乾  

季に，こうした問題が生じているようである三；〉。  

2）ポンプ デルタの上流部では，河川の水位は潮汐の  

影轡をほとんど受けないため，潮汐液肥を行うことばで  

きない。また，上述したように，潮汐の影響を受けるデ  

ルタ下流部でも，水路水位が汲も低くなる時期（3～4  

月）には，潮汐潅漑では十分な水駿を取水できない地区  

もある。   

こうした地区では、肢家が個別にノト型のポンプを借入  

したり（挙例c，i，j）あるいは，個人や村，公社等が  

所有する申・大型ポンプを利用したりして（挙例a），  

用水を確保している。後述するように小型ポンプの価格  

はかなり安く，そのため個人で小型ポンプを購入する戯  

家が増えてきている。   

小当空ポンプは，圃場からの排水にも用いられている。  

ThoaiSon郡では，これまで洪水の終わるころに湛水  

政播を行っていたが，慮逸になって，水沫がまだ深い状  

態で圃場に商略を作り，小彗隻ポンプで排水して湿潤直様  

に近い状態で播種を行うようになってきている（事例i）。  

事例沌では，洪水時の繍園地内の排水に，やはり小型ポ  

ンプを用いている。  

3）簸団的水管理 今回調査した地区では，をまとんどの  

農家が個別に取水・排水を行っており，日本のニヒ地改良  

区や水利組合のような，水利団体による用排水の集l彗的  

管理はばとんど見られなかった。これは，メコンデルタ  

では，ごく戯近まで水利施紋を必要としない水稲作，す  

なわち降雨・淡水のみを利用した水稲作が行われていた  

ことを考えると，当然のことなのだろう。   

しかし，細部では，数十戸の集落単位や数百戸の二次  

水路利用者単位で生應集団を組織し，衆団的に潅漑・排  

水を行っている地区が見られた（事例e，f）。生産集団  

では，引水絡と小河川等との間にゲートを投仇 潮汐に  

よる小河川等の水位変動に合わせてゲートを操作し，引  

水路の水位を制御している。孝例fでは，水路内のチふツ  

クゲートによる水位制御も見られた。ゲートの操作は，  

生産幾団で立てた毎年の栽培計蘭に基づいて生産集団の  

代衷者が行っている。   

事例e，fでは，こうした水管理によって，地域内の  

低地での雨季の洪水湛水深を小さくできるようになり，   

概算を行い，今後のメコンデルタの水利用について考察  

する。  

1）潮汐潅漑・排水 デルタ下流部では，メコン本川と  

それに連なる小河川や水路の水位が潮汐の套汐轡を受けて  

変動する。満潮時と干潮時の水路の水位差は，河川の流  

二厳によって異なる。乾季の水位差は大きいが，雨季には  

それほど大きくならない。今回調透した地区でも，乾季  

の水位差は100～200cm程度にまでなるが，雨季には30  

～100cnl程度に落ち込んでいた。   

でienGiang少込やVinhLong県の挙例では，ヨ三とし  

てこの水位変動を利用した蛮力式潅漑（潮汐潅漑）が行  

われていた。戯家ほ，引水路と圃場の聞に簡単なゲート  

各般け，取水するときは満潮時に，排水するときは干潮  

時にそれぞれゲ鵬トを開けて，圃場の水位を制御してい  

る。   

潮汐東掛こは，引水緒が用排兼用水路であっても各戯  

家が自由に取水・排水を行うことができる，というメリッ  

トがある。時間腎にこだわらなければ，隣り合った水田  

で，同いヨに山方が取水し他方が排水するといったこと  

が可能である。この点は，半ば集団的に取水・排水を行  

わざるを得なかったかつての日本の躇緋灘灘水路とは撃  

憎が異なる。また，取水には動力が不要で，施設も土管  

や木管を水路に埋め込みピエールや木坂で蓋をしただけ  

のものだから，費用の点でも安上がりである。さらに，  

水路に噸を設ける必要がないため，舟の遊行を妨げるこ  

とがない。殉・運中心のメコンデルタで払 このメリット  

も大きい。以上のようなメリットから，潮汐潅漑はデル  

タ下流部で広く行われている。   

ただ，年間を通じて，潮汐漱漑だけで瞳傾の水位を制  

御するに蛛．圃場の条件として，常に「干潮時の水路水  

位＜圃箪面の高さ＜満潮時の水路水位」となっているこ  

とが必要になる。こうしたi劇場は小河川や二次水路から  

近い山部のものに限られるだろう。調姦地区で，上記の  

職場条件を満たし，潮汐搬漑だけで一年朝蘭場の水位を  

制射できていたのは事例bだけである。他は，いずれも，  

乾季には取水に十分な水位を得られなかったり（挙例a  

等），雨季には干潮時でも水路の水位が随り葛藤より高く  

なったりしている（挙例h等）。このため，挙例c等で  

はこうした時期の作付けを断念している。また，作付け  

を行うために，後述するようにポンプを使ったり，河川  

賂防の磯」こげをしている地区もあった。  
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地区全体でHYVの多期作を行うことが可能になった。  

また，経験盤富な戯家らによる潅漑排水計画の実施によっ  

て，それはど高度な栽培技術を持たない戯家でも，水稲  

多朔作が可能になったということもある。こうした集団  

的水管矧こよって，地区全体の水稲の生産性は高くなっ  

たといえる。   

しかし，こうした効果の反i諷 引水路の水位を地区全  

体で制御するようになったため，各農家の作付けや水利  

用は不自由になっている。事例e，fでは，生産集団で  

は閏年以外は二摘作を行うよう計画を立てており，水位  

もこれにあわせて制御している。そのため，農家個人が  

三制作を希望しても，小河川や二次水路からの直接取水  

が可能な水田以外では，これを行うことばできない。   

今回調査した地区でも見られたように，ベトナムメコ  

ンデルタでは，農家は独自に多識作化を進めたり，商品  

作物を導入したり，桝作規模を拡大したりしつつある。  

こうした傾向に伴い，集団的水管理との矛盾の克服が今  

後の課題になってくるだろう。  

4）水利費 潅漑用水を確保するためには，水利施設の  

建設と維持管理とが必要で，これには当然幾用がかかる。  

個別戯家の負担するこれらの蟄月封ま，水利施設の種類，  

所有者，管理方法によって異なってくる。   

潮汐潅漑で，戯家が個別に取水している場合札 水利  

施紋の建設費，維持管理費とも，はとんど必蜜ない。必  

要なのは，引水路建設のための労力提供と，水路の草刈  

りや潤さらいくらいである。   

集僅‡で引水路の水位を制御するようになると，以上に  

加え，まず，ゲートが大がかりになるからこれの建改費  

用がかかる。また，ゲートの凍作も代表者が行うように  

なるから，その報酬も維持管理費として必要になる。た  

だ，これらはそれほど高くはない。事例eの場合，ゲー  

トの建設費月】は，郡が補助している分を合わせても約  

800万d。これを39haで負担するから，両税当たりの  

負担噸は20万d／haとなる。これほ，この地区の稲作  

による年間粗収入の1．0％程度にすぎない。また，維持  

管理戯瀾は，生産集団のリーダーへの報酬として一作ご  

とに籾米10kg・／haが徴収されているが，こちらも粗  

収入の0．2％程度と安い。   

一方，ポンプ取水では，個人で小型ポンプを購入する  

場合はその購入費と燃料費，集団で既存の中型～大型ポ  

ンプを利用する場合はポンプの利用料金と燃料費が必要   

になる。   

挙例jでは，個人で小型ポンプを偶人して潅漑してい  

た。ポンプの購入覇は140万d。この戯家は5haで二  

期作を行っており，ポンプ購入額は稲作による年間粗収  

入の1－4％と安い。また，一作あたりに使用する燃料は  

約301it．／haで，燃料価格は2，500d／1it．だから，一  

作あたりの燃料熟ま75，000d／haとなる。これも粗収  

入の0．8％程度にすぎない。   

ChauPhu郡では，潅漑公社の大型ポンプを利用す  

る場合，腰家は山作につき籾米400～500kg／haを利  

用料金＋燃料費として支払うことになっている。これは  

粗収入（HYV二期作）の10％程度とかなり商い。また，  

事例jでは，1993年までは他人の所有する中型ポンプ  

を利用して取水を行っていた。ポンプ利用料金ほ一作に  

つき籾米100kg／h乱で，これに燃料費として25万  

d／haの現金が加算された。合計費月ヨは粗収入の4～5  

％に当たる。   

以上を比べてみると，水利鰍ま，潮汐潅漑では水利地  

紋の建設・管理主体の適いによらず安く，ポンプ潅漑で  

は小型ポ・ンプを鹿家が所有する場合は安く，公社等が保  

有する中型以上のポンプを利用する場合はかなり商いこ  

とがわかる。   

こうしたことから，潮汐潅漑がで重なかったりそれだ  

けでは用水が不足する地域では，事例C等で見られたよ  

うに，今後は小型ポンプが導入されるようになるだろう。  

また，申・大型ポンプを授数の戯家で利用している地区  

の中からも，黎例jで見られたように，今後はより安い  

水利費と水利の自由度を求め，小型ポンプを個人で購入  

して取水するようになる鹿家が出てくるように思われる。  

Ⅸ．要  約  

作付体系の変化の著しいベトナムメコンデルタにおい  

て，主として個々の戯家を対象に，作付体系の変化とそ  

れを可能にした水利上の改良等について現地調査を行い，  

水利改良が作付体系の変化に与えた意義について考察を  

行った。主な結果は以下の通りである。  

1．水稲単作から水稲多糊作への作付体系の変化は，乾  

季の潅漑用水の確風 雨挙の淡水の制御および鯛瘍での  

水位制御を可鰍こするような水利上の改良によって，  

HYVと湿潤蔽播を導入することができるようになって  

可f動こなった。洪水時の湛水深が大きい地域では水稲二   
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期作，小さい地域では水稲三期作が行われている。   

2．水稲単作から果樹専作，稲作＋畑作への作付体系の  

変化も見られた。こうした地区でも，洪水からの圃場の  

防瓢 地下水位の制御および潅漑用水の確保を可能にす  

るような水利上の改良がなされていた。   

3．潅漑用水の取水は，デルタ下流部では主として潮汐  

による水路の水位変動を利用した蛮力式で，それ以外の  

地域では主として小型ポンプを即、て行っている。集団  

的水管理は一郎の地区でしかみられなかった。今後，戯  

家が自由な作付けを望むようになった場合，比較的安価  

な小型ポンプを用いた個別的水利用が広がっていくこと  

が予想される。  
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注  

＊1以下，収蟄はいずれも籾収恩を示す。  

＊2 以下に示す図は，特に注釈をいれない限り，いずれも現地  

での戯家からの聞き取りによって作成したものである。  

警3 d（ドン）はベトナムの通線単払1995年時点では，1ド  

ルがおよそ10，000ドンにあたる。  

＊41995年時点のHYVの粉の生産者価格は，150～210万  

d／t程度だった。  
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メコンデルタにおける作付体系の変化  

一水利改良との関係を中心に－  

石井 敦り・大原興太郎り・轢lヨ 誠＊1・NguenNg・OCDe半2  

－1三東大学生物資源学部，●望カント一大学  

近年，メコンデルタでほ，作系がかつての稲山期作から，1）稲の二湖作・三縄作，2）稲作十畑作物，3）果樹作，  

といったものに変化してきている。そこで，筆者らは，こうした作系の変化が，准漑・排水の腹掛こよってどのよう  

に発生したかを明らかにするため，この地域における12カ所の戯家と幾落を調姦した。明らかになったのは以下の  

点である。  

1．稲の二期作・三期作ほ，稲の高収駿他品種（HYV）を用いた湿潤麗揺（1VDS）を行うことで可能になった。  

この新しい稲作システムを行うためには，乾季に十分な沸漑用水を供給することナ 雨季の淡水湖聞が短くなるように  

すること，そして稲作掴間中の水口ヨの水位を制御することが必要である。これらは，り水路，堤防，ポンプといっ  

た水利施設の建数・改修，2）これらの水利施設の生産組織（戯民で構成された水利組糸鋸による操作と維持管王乳  

といった漕漑・排水の整備によって可能になった。   

2★畑作物や果樹作も凍漑・排水の賂鰍こよっで可能になった。この整備闇，主として雨季の洪水対策と地下水位の  

制御である。   
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